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富士通Japanが実現するマイナンバーカード連携

三田市様で実現したマイナンバーカード連携は、PPID方式により図書館内・外どちらからでも利用者登録が可能です。

利用者登録

図書館システムの
Webサービス

サービス
呼び出し

図書館システム

残りの情報登録 登録完了

4情報※
を連携

※氏名、住所、生年月日、性別

【新規利用者】

①マイナンバーカードの読み取り[4PIN入力]

②4情報※を利用者登録画面に反映

③その他情報を入力

【既に図書館へ利用者登録済の利用者】

①マイナンバーカードの読み取り[4PIN入力]

②利用者情報に紐づけ

館内利用登録 Webから本人認証

図書館システム マイキープラットフォーム JPKI

アクセス

PPID
払い出し

図書館
利用者
番号 PPID1

電子証明書の
有効性確認

紐付け登録

運用イメージ

pi

セルフ貸出機や
予約本参照機などが
即時利用可能！

Eメールで
利用者情報を通知

● PPID方式 類型① ● PPID方式 類型②

マイキー
プラットフォームカード情報(券面、証明書)

有効性結果、
ID情報

スマホで
マイナンバーカード
読み取り

PPID
を付与
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公共図書館ソリューション iLisシリーズ

三田市様 事例
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/social/case-studies/lib-sanda/

公共図書館：富士通
 https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/social/library/

● iLisシリーズの特徴

参考情報

富士通Japanの公共図書館ソリューション iLisシリーズは、常に最新の利用者サービスの向上と職員業務の効率化に貢献する製品です。

柔軟な対応

図書館DXの推進

豊富な導入実績
公共図書館システムにおいてNO.1の導入実績
を持ち、常に進化するシステムです。

図書館様それぞれの状況に合わせて連携・対応して
いくため、常に最適なシステムをご利用いただけます。

様々なDXに取り組み、図書館様の変革を様々な
方法でサポートします。

● マイナンバーカード連携について
前頁のPPID方式は、富士通Japanが三田市様で全国初導入

しました。また、以下の旧方式を含めると50近い自治体様で運用

いただいており、多くのマイナンバーカード連携実績を保有しています。

旧MKID方式 eKYC方式
J-LISアプリ

方式
シリアル連携

方式

iLisシリーズ※1の導入実績は

全国で 約640団体!※2

※1：iLisfiera、iLiswing、WebiLisの3製品

※2：2025年3月時点の3製品合算

https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/social/case-studies/lib-sanda/
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/social/library/
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導入事例：兵庫県三田市様の取り組み(1/2)

2022年4月に「さんだ里山スマートシティ構想」を策定し、「デジタルを活用しながら、市民一人ひとりが幸せを実感しながら住み続けられるまち
三田」の実現を目指す兵庫県三田市様。

その一環として『マイナンバーカード利活用型スマートシティ』の実現に取り組み、「デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）」の
「マイナンバーカード利用横展開事例創出型（TYPEX）」に応募し、採択されました。

本事例では、当時掲げていた地域課題の1つ「地域の知と憩いの拠点としての図書館への発展」への取り組みをご紹介します。

図書館サービスの現実

参考情報：デジタル田園都市国家構想交付金 デジタル実装タイプ マイナンバーカード利用横展開事例 創出型の活用事例
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/10acd848-153a-4225-b4dd-d91c45e20912/439e2c65/20230405_policies_digital_garden_city_nation_outline_02.pdf

図書館に行ってから窓口で利用登録の
申請書を書かないといけない。

窓口で利用登録しないと電子図書館や
本のWEB予約を利用できない。

借りたい本のタイトルを窓口で職員に
見られることに抵抗がある人がいる

図書館に行く前に自宅等に居ながら
余暇時間で利用登録を行える。

オンラインで利用登録すると電子図書館や
本のWEB予約を利用できる。

無人で自動的に本を借りることができる。

図書館サービスの理想

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/10acd848-153a-4225-b4dd-d91c45e20912/439e2c65/20230405_policies_digital_garden_city_nation_outline_02.pdf
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導入事例：兵庫県三田市様の取り組み(2/2)

三田市様ではマイナンバーカードの利活用によって、以下のポイントを押さえてスマート図書館サービスを実現しました。

自宅などからオンラインで図書館利用登録

電子図書館の利用WEBから本を予約

予約本のセルフ受取 窓口で利用登録手続き

自動貸出機で非対面貸出

図書館利用の流れ

図書館利用登録～電子図書の
利用、Web予約が全てオンラインで可能

来館してすぐに利用可能

書かない窓口

館内利用時は
4PIN不要

予約照会～貸出まで
全てセルフで実施可能

写真：三田市立図書館様取材時に撮影

館内

館外
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お問合せ先

富士通Japan お客様総合センター

0120-835-554 

受付時間：9:00～12:00、13:00～17:30

（土曜日・日曜日・祝日・当社指定の休業日を除く）

Thank you

富士通Japan株式会社
〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー

＼Formはこちら／
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